
 

平
成
30
年
8
月
1
日
（
水
）

付
を
も
っ
て
、
第
8
代
佐
賀
地

方
協
力
本
部
長
に
宮
本
１
佐
が

着
任
し
、
同
日
、
地
本
本
部
に

お
い
て
、
着
任
行
事
を
行
い
ま

し
た
。 

 

本
着
任
行
事
に
お
い
て
は
、

立
会
官
の
西
部
方
面
総
監
部
人

事
部
長
に
よ
る
着
任
本
部
長
の

紹
介
に
続
い
て
、
宮
本
地
本
長

が
、
整
列
し
た
本
部
員
に
対
し
、

「
わ
く
わ
く
す
る
気
持
ち
を

も
っ
て
、
楽
し
く
仕
事
を
す
る

こ
と
」
を
目
標
に
、
人
に
や
ら

さ
れ
る
の
で
は
な
く
「
各
人
が

ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
実
行
し
よ

う
」
、
そ
し
て
、
「
一
人
一
人

が
持
ち
味
を
活
か
そ
う
」
と
要

望
し
ま
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
佐
賀
県
の
方 

々
と
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
架
け

橋
と
し
て
、
県
を
は
じ
め
と
す

る
各
自
治
体
と
県
内
所
在
部
隊

と
の
連
携
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
県
民
の
方
々
へ
隊
員
の
募

集
・
退
職
予
定
隊
員
の
就
職
援

助
及
び
広
報
活
動
、
そ
し
て
災

害
生
起
時
の
対
応
を
全
力
で

行
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後

も
変
わ
ら
ぬ
、
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

                   

前
地
本
長
の
大
塚
１
佐
は
、

武
山
駐
屯
地
業
務
隊
長
（
神
奈

川
県
横
須
賀
市
）
に
異
動
し
ま

し
た
。 

 

 

佐
賀
地
本
は
、
7
月
3
日

（
火
）
、
地
本
本
部
に
お
い
て

高
等
学
校
長
に
対
す
る
自
衛
官

等
募
集
制
度
説
明
会
を
行
い
ま

し
た
。 

 

当
日
は
、
高
等
学
校
長
等
19

名
の
ご
参
加
を
得
て
、
防
衛
講

話
、
自
衛
官
等
募
集
制
度
の
説

明
、
装
備
品
の
展
示
説
明
の
後
、

会
食
及
び
懇
談
を
行
っ
て
頂
き

ま
し
た
。 

 

募
集
制
度
説
明
に
お
い
て
は
、

参
加
し
た
高
等
学
校
長
か
ら
の

試
験
制
度
に
関
す
る
質
問
へ
の

回
答
を
含
め
て
、
募
集
制
度
へ

の
理
解
を
深
め
て
頂
く
こ
と
が 

 

佐
賀
地
本
は
、
7
月
15
日

（
日
）
、
唐
津
東
港
に
お
い
て

行
わ
れ
た
「
海
の
カ
ー
ニ
バ
ル

ｉ
ｎ
か
ら
つ
」
に
お
い
て
、
広

報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
陸

上
自
衛
隊
小
郡
駐
屯
地
か
ら
の

支
援
を
受
け
て
、
河
川
に
橋
を

架
設
す
る
た
め
に
使
用
す
る

「
92
式
浮
橋
」
の
装
備
品
展
示

を
行
い
ま
し
た
。 

 

普
段
見
る
こ
と
の
な
い
車
両

を
前
に
「
川
の
水
面
で
変
形
し

て
橋
に
な
る
ん
で
す
ね
。
」
と

使
用
方
法
を
興
味
深
そ
う
に
聞 

で
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
装
備
品
の
展
示
説
明

に
つ
い
て
は
、
背
中
に
背
負
う

バ
ッ
グ
（
背
の
う
）
の
重
量
を

体
感
し
て
頂
き
、
自
衛
官
の
精

強
さ
の
一
端
を
感
じ
て
頂
け
た

よ
う
で
し
た
。 

 

会
食
の
際
に
は
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
懇
談
を
行
い
、

色
々
な
意
見
を
頂
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
今
後
も
自
衛

官
等
募
集
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
頂
け
る
よ
う
に
努
め
て
参

り
ま
す
。 

く
、
来
場
者
の
姿
が
目
立
ち
ま

し
た
。 

 

広
報
ブ
ー
ス
に
お
い
て
は
、

災
害
派
遣
活
動
状
況
の
パ
ネ
ル

展
示
、
ミ
ニ
制
服
の
試
着
及
び

記
念
撮
影
や
海
上
自
衛
隊
佐
世

保
地
方
総
監
部
に
よ
る
「
南
極

の
氷
」
の
展
示
が
行
わ
れ
、
多

く
の
皆
様
方
に
立
ち
寄
っ
て
頂

き
ま
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
地
域
の
皆
様

方
に
自
衛
隊
へ
の
親
近
感
を

も
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
今
後
も

地
域
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参

加
し
て
参
り
ま
す
。 

  

 

佐
賀
地
本
は
、
7
月
1
日

（
日
）
、
地
本
本
部
に
お
い
て

予
備
自
衛
官
補
に
採
用
と
な
っ

た
２
名
の
方
に
辞
令
書
を
交
付

し
ま
し
た
。 

 

予
備
自
衛
官
補
と
は
、
一
般

の
社
会
人
や
学
生
と
い
っ
た
自

衛
官
未
経
験
者
を
「
予
備
自
衛

官
補
」
と
し
て
公
募
・
採
用
し
、

教
育
訓
練
終
了
後
に
「
予
備
自

衛
官
」
と
し
て
任
用
す
る
制
度

で
す
。 

 

今
回
採
用
さ
れ
た
２
名
の
方

は
、
医
療
技
術
（
看
護
士
）
と

語
学
（
英
語
）
と
い
う
技
能
公 

 

佐
賀
地
本
は
、
7
月
28
日

（
土
）
、
上
峰
町
民
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
第
４
師
団
主
催
の

巡
回
演
奏
会
ｉ
ｎ
佐
賀
に
お
い

て
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

演
奏
会
は
、
上
峰
町
長
を
始

め
と
す
る
ご
来
賓
の
参
加
を
得

て
盛
大
に
行
わ
れ
、
第
１
部
で

は
、
陸
自
第
４
音
楽
隊
（
春
日

市
）
の
演
奏
に
よ
り
佐
賀
に
ち

な
ん
だ
「
伸
び
行
く
佐
賀
」
を

披
露
し
た
ほ
か
、
第
２
部
で
は
、

コ
ン
ク
ー
ル
曲
「
虹
色
の
未
来 

募
の
区
分
に
よ
り
採
用
さ
れ
ま

し
た
。 

 

辞
令
書
交
付
に
引
き
続
き
、

申
告
・
宣
誓
・
使
命
教
育
が
行

わ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
、
「
早

く
教
育
訓
練
を
終
了
し
て
予
備

自
衛
官
と
な
り
、
活
躍
し
た

い
。
」
と
の
力
強
い
言
葉
を
頂

ま
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
民
間
の
優
れ

た
専
門
技
能
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
、
今
後
も
積
極
的
に
予

備
自
衛
官
補
の
募
集
・
採
用
業

務
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

へ
」
を
神
埼
高
校
吹
奏
楽
部
と

共
演
し
、
上
峰
町
や
近
隣
市
町

か
ら
訪
れ
た
多
く
の
観
客
が
演

奏
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
会
場
に
設
置
し
た
広

報
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
は
、

「
南
極
の
氷
」
の
展
示
や
自
衛

官
等
募
集
制
度
の
説
明
を
行
い
、

多
く
の
来
場
者
の
方
に
立
ち

寄
っ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
今
後
も
各
種

行
事
を
通
じ
て
、
広
報
活
動
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。 

      

今
年
の
４
月
に
陸
上
幕
僚
監

部
（
市
ヶ
谷
）
か
ら
援
護
課
長

に
着
任
し
ま
し
た
下
田
事
務
官

で
す
。 

 

援
護
課
で
は
、
退
職
自
衛
官

（
定
年
制
・
任
期
制
）
の
就
職

援
助
業
務
、
予
備
自
衛
官
等
に

関
す
る
業
務
、
殉
職
隊
員
の
遺

族
援
護
に
関
す
る
業
務
等
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

退
職
自
衛
官
の
就
職
援
助
に

つ
き
ま
し
て
は
、
県
内
企
業
へ

の
再
就
職
を
通
じ
て
、
地
域
社

会
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
自
衛
隊
に
お
い

て
身
に
つ
け
た
技
術
・
技
能
や

協
調
性
を
持
っ
た
多
く
の
人
材

を
活
用
し
て
頂
け
る
よ
う
に
企

業
の
皆
様
方
を
始
め
、
関
係
機

関
及
び
佐
賀
県
自
衛
隊
退
職
者

雇
用
協
議
会
と
の
連
携
を
深
め
、

よ
り
一
層
の
求
人
の
獲
得
に
努

め
て
参
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
い
ざ
と
い
う
時
の
予

備
の
防
衛
力
と
し
て
の
制
度
で

あ
る
予
備
自
衛
官
等
の
業
務
に

つ
き
ま
し
て
は
、
即
応
予
備
自

衛
官
を
主
体
と
し
た
部
隊
（
コ

ア
部
隊
）
の
新
編
が
予
定
さ
れ

て
い
る
等
、
自
衛
隊
に
お
け
る

予
備
自
衛
官
等
の
重
要
性
は
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
お
り
、
更
な

る
予
備
自
衛
官
等
の
充
足
確
保

に
向
け
、
努
力
し
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。 

 

佐
賀
地
本
が
行
う
援
護
に
関

す
る
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご

理
解
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
、

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 
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援
護
業
務
に
邁
進 

平和を、仕事にする。 
陸海空自衛官募集  

熱
か
風 

第８代地本長 宮本１佐着任 

唐
津
港
ま
つ
り
で
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ 

援護課長 
防衛事務官 下田 悟 

「９２式浮橋」の説明を聞く来場者 

自衛官等募集制度の説明 

装備品（背のう）の説明 
ミニ制服を試着して記念撮影する親子 

予
備
自
衛
官
補
と
し
て
の
使
命
を
胸
に 

辞令書を手に記念撮影 

力強く宣誓を行う予備自衛官補採用者 
神埼高校吹奏楽部との合同演奏 

「南極の氷」を興味深く見つめる子ども 

音
楽
演
奏
会
で
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ 

高
等
学
校
長
に
自
衛
隊
へ
の
理
解
を
深
め
て
頂
く 

主要補職 
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     （木更津） 
25年 4月 西部方面航空隊副隊長 
     （高遊原） 
27年 8月 研究本部 
     総合センター長 
     （朝霞） 
27年12月 武山駐屯地業務隊長 

みやもと よしひろ 

氏 名 宮 本 善 弘 
出身地 大阪府 
学 歴 防衛大学校３０期 

着任本部長の紹介 

本部員に訓示を行う宮本地本長 



 

武
雄
地
域
事
務
所
は
、
7
月

13
日
（
金
）
、
白
石
高
等
学
校

に
お
い
て
、
募
集
制
度
説
明
会

を
行
い
ま
し
た
。 

 

本
説
明
会
に
参
加
し
た
生
徒

は
、
真
剣
な
眼
差
し
で
、
所
長

に
よ
る
募
集
制
度
の
説
明
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
同
校
を
２
年
前
に

卒
業
し
た
井
手
士
長
（
陸
自
第

3
高
射
特
科
群
（
飯
塚
）
勤

務
）
に
よ
る
体
験
談
を
交
え
た

説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

 

説
明
を
受
け
た
生
徒
か
ら
は
、 

 

唐
津
出
張
所
は
、
5
月
24
日

（
木
）
、
唐
津
市
北
西
部
の
鎮

西
町
沖
に
あ
る
馬
渡
（
ま
だ

ら
）
島
に
お
い
て
、
同
島
に
所

在
す
る
小
中
学
校
の
校
長
先
生

及
び
進
路
指
導
教
諭
に
自
衛
官

等
の
募
集
制
度
説
明
を
行
い
ま

し
た
。 

 

馬
渡
島
は
、
東
松
浦
半
島
最

北
端
の
波
戸
岬
か
ら
西
へ
約
９

ｋ
ｍ
の
玄
界
灘
に
浮
か
ぶ
、
人

口
約
３
０
０
名
の
佐
賀
県
最
西

端
に
位
置
す
る
島
で
、
日
本
で 

「
卒
業
生
の
貴
重
な
体
験
談
を

聞
け
て
良
か
っ
た
。
」
と
の
感

想
を
頂
く
と
と
も
に
自
衛
隊
で

の
生
活
に
関
す
る
質
問
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。 

 

対
応
し
た
広
報
官
は
、
質
問

へ
の
回
答
を
含
め
て
自
衛
隊
の

任
務
を
し
っ
か
り
と
説
明
し
ま

し
た
。 

 

武
雄
地
域
事
務
所
は
、
今
後

も
募
集
説
明
会
を
通
じ
て
、
募

集
及
び
広
報
活
動
を
行
っ
て
参

り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 初

め
て
馬
が
渡
っ
て
来
た
と
い

う
伝
承
が
あ
り
ま
す
。 

 

馬
渡
小
中
学
校
に
は
、
小
学

生
22
名
、
中
学
生
11
名
が
在
校

し
て
お
り
、
校
長
先
生
及
び
進

路
指
導
教
諭
に
は
、
募
集
制
度

の
説
明
を
熱
心
に
聞
い
て
頂
き
、

感
激
を
胸
に
島
を
後
に
し
ま
し

た
。 

 
唐
津
出
張
所
は
、
今
後
も
離

島
を
含
め
た
各
地
で
、
積
極
的

に
募
集
広
報
活
動
を
行
っ
て
参

り
ま
す
。 

 
 

 

 

佐
賀
募
集
案
内
所
は
、
6
月

29
日
（
金
）
、
6
月
30
日

（
土
）
、
7
月
1
日
（
日
）
に

そ
れ
ぞ
れ
国
分
駐
屯
地
、
福
岡

駐
屯
地
、
久
留
米
駐
屯
地
に
お

い
て
行
わ
れ
た
一
般
曹
候
補
生

及
び
自
衛
官
候
補
生
の
修
了
式

に
同
行
し
ま
し
た
。 

 

教
育
修
了
の
日
を
迎
え
た
候

補
生
か
ら
は
、
「
入
隊
当
初
は
、

戸
惑
い
や
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
同
期
と
助
け
合
い
、
励
ま

し
合
い
、
そ
し
て
競
い
あ
っ
て
、

知
識
や
技
能
、
体
力
及
び
気
力 

 

鳥
栖
地
域
事
務
所
は
、
7
月

4
日
（
水
）
か
ら
7
月
6
日

（
金
）
の
間
、
担
当
の
高
校

（
鳥
栖
商
業
、
鳥
栖
工
業
、
神

埼
清
明
）
３
校
13
名
の
職
場
体

験
学
習
に
同
行
し
ま
し
た
。 

 

生
徒
た
ち
は
、
陸
海
空
各
自

衛
隊
の
駐
屯
地
等
に
お
い
て
、

自
衛
隊
の
概
要
説
明
を
受
け
た

後
、
陸
自
目
達
原
駐
屯
地
で
は
、

緊
急
蘇
生
法
の
体
験
、
海
自
大

村
航
空
基
地
で
は
、
航
空
機
や

管
制
塔
の
見
学
、
空
自
高
良
台

分
屯
基
地
で
は
、
通
信
器
材
の

操
作
等
を
体
験
し
ま
し
た
。 

 

特
に
高
良
台
分
屯
基
地
司
令 

を
身
に
つ
け
て
、
こ
の
日
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
」

と
の
話
を
聞
き
、
成
長
を
頼
も

し
く
感
じ
ま
し
た
。 

 

祝
賀
会
食
に
参
加
さ
れ
た
親

御
さ
ん
は
、
逞
し
く
、
明
る
く
、

元
気
に
成
長
し
た
我
が
子
を
前

に
「
自
衛
隊
に
入
隊
さ
せ
て
良

か
っ
た
。
」
と
喜
ん
で
お
ら
れ

ま
し
た
。 

 

佐
賀
募
集
案
内
所
は
、
自
衛

官
と
し
て
歩
み
始
め
た
新
隊
員

と
ご
家
族
を
、
こ
れ
か
ら
も
全

力
で
応
援
し
て
参
り
ま
す
。 

に
よ
る
「
勇
気
を
持
つ
た
め
に

は
、
日
常
の
誠
実
な
態
度
が
大

切
」
と
の
講
話
内
容
は
、
学
生

の
心
に
伝
わ
っ
て
い
た
よ
う
で

し
た
。 

 

参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、

「
普
段
聞
け
な
い
自
衛
隊
の
こ

と
を
教
え
て
も
ら
っ
て
、
自
衛

隊
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
」

等
の
う
れ
し
い
感
想
も
あ
り
ま

し
た
。 

 

鳥
栖
地
域
事
務
所
は
、
今
後

も
職
場
体
験
等
の
場
を
有
効
に

活
用
し
て
、
生
徒
に
自
衛
隊
を

身
近
な
存
在
と
し
て
ア
ピ
ー
ル

し
て
参
り
ま
す
。 

 
 
 
 
入隊と同時に「自衛官候補生」に任命され、３か月後に２等陸・海・空士（任期制自衛官）に任用されます。 
■２等陸・海・空士任用後は、陸上自衛隊は１年９か月、 海上・航空自衛隊は２年９か月の任期制コース
となります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
 
 

馬
渡
（ま
だ
ら
）島
で
募
集
広
報 

鳥
栖 
唐
津 

佐
賀 

採 用 案 内 

武
雄 

平和を守り、未来を創る 
陸・海・空自衛官候補生募集 

詳細につきましては、ホームページをご覧になるか、 
最寄りの地域事務所等へお問い合わせ下さい。 

事務所等 住  所 電話番号 

本  部 
〒８４０－００４７ 
佐賀市与賀町２－１８ 

０９５２－２４－２２９１ 

唐  津  出  張  所 
〒８４７－００８５ 
唐津市和多田本村１－７ 

０９５５－７２－８６９７ 

武雄地域事務所 
〒８４３－００２３ 
武雄市武雄町大字昭和４３－１５ 

０９５４－２３－８３０４ 

鳥栖地域事務所 
〒８４１－００３７ 
鳥栖市本町１－９６２－１ 

０９４２－８３－４０７７ 

佐賀募集案内所 
〒８４０－０８０１ 
佐賀市駅前中央１丁目１３－４０ 

０９５２－３１－５００２ 

募集種目 応募資格（学歴・年齢） 受付期間 試験日 

自衛官候補生 
１８歳以上 
２７歳未満の者 

年間を通じて 
行っております。 

受付時にお知らせします。 

※女子については、お問い合わせ下さい。 

一般曹候補生 １８歳以上２７歳未満の者 
７月１日 
～９月７日 

１次試験： ９月２１日～２３日 
２次試験： １０月１２日～１７日 
※いずれか１日が指定されます。 

予備自衛官補（一般） １８歳以上３４歳未満の者 
７月１日 
～９月１４日 

９月２９日～１０月２日 
※いずれか１日を指定されます。 

防衛大学校学生 

推薦 

１８歳以上２１歳未満の者 

高卒（見込含）又は高専３年次修了
（見込含）で成績優秀かつ生徒会活動
等に顕著な実績を修め、学校長が推
薦できる者 ９月５日 

～９月７日 

９月２２・２３日 

総合 
選抜 １８歳以上２１歳未満の者 

（自衛官は２３歳未満） 
高卒者（見込含）又は高専３年次 
修了者（見込含） 

１次試験：９月２２日 
２次試験：１０月２７・２８日 

一般 
９月５日 
～９月２８日 

１次試験：１１月３・４日 
２次試験：１２月１１～１５日 

防衛医科大学校医学科学生 
１８歳以上２１歳未満の者 
高卒者（見込含）又は高専３年次 
修了者（見込含） 

９月５日 
～９月２８日 

１次試験：１０月２７・２８日 
２次試験：１２月１２～１４日 

防衛医科大学校看護学科学生 
（自衛官候補看護学生） 

１８歳以上２１歳未満の者 
高卒者（見込含）又は高専３年次 
修了者（見込含） 

９月５日 
～９月２８日 

１次試験：１０月２０日 
２次試験：１２月１・２日 

陸上自衛隊 
高等工科学校生徒 

推薦 

男子で中卒（見込含） 

１７最未満の成績優秀かつ生徒会活
動等に顕著な実績を修め、学校長が
推薦できる者 

１１月１日 
～１１月３０日 

３１年１月５日～７日 
※いずれか１日を指定されます。 

一般 
男子で中卒（見込含） 
１７歳未満の者 

１１月１日 
～３１年１月７日 

１次試験：３１年１月１９日 
２次試験：３１年２月１日～４日 

母
校
で
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ 

高
校
生
が
自
衛
隊
の
職
場
を
体
験 

自
衛
官
と
し
て
歩
み
始
め
た
新
隊
員
を
応
援 

制度説明を受ける校長先生及び進路指導教諭 

馬渡小中学校 

一般曹候補生修了式（久留米） 

頼もしく成長した我が子との再会を喜ぶ 
川原様親子（福岡駐屯地） 

所長による自衛官等募集制度の説明 

説明に同行した井手士長（写真左） 

ヘリコプターを見学 
（海自大村航空基地） 

「勇気」についての司令講話 
（空自高良台分屯基地） 


